
避難確保計画の作成方法について

茨城県 土木部 河川課

共通 全ての施設管理者に参考にしていただきたいページ

水害 水害リスクのある施設の管理者の方に参考にしていただきたいページ

土砂 土砂災害リスクのある施設の管理者の方に参考にしていただきたいページ

～この資料の見方～

資料２

共通 ≪法に基づく避難確保計画に記載する事項≫

①要配慮者利用施設における洪水時等の防災体制に関する事項
②要配慮者利用施設の利用者の洪水等の避難の誘導に関する事項
③要配慮者利用施設における洪水時等の避難の確保を図るための施設の整備に関する事項
④要配慮者利用施設における洪水時等を想定した防災教育及び訓練の実施に関する事項
⑤自衛水防組織の業務に関する事項 ※水防法のみ

【水防法施行規則第１６条】【土砂災害防止法施行規則第５条２】

１．計画の構成

２．計画の目的

３．計画の適用範囲

４．防災体制 （洪水時等の際の活動内容，活動体制の区分，体制確立の基準，対応要員） ・・・・・・・・・・・・①

５．情報収集及び伝達 （収集する主な情報と収集方法，伝達方法及び伝達内容） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①

６．避難の誘導 （避難場所，避難経路，避難誘導方法） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・②

７．施設の整備 （洪水時に係る情報収集，伝達及び避難誘導に使用する資器材等の状況） ・・・・・・・・・・・・③

８．防災教育及び訓練 （従業員を対象とした防災教育及び訓練の実施時期，内容） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・④

９．自衛水防組織の業務 （自衛水防組織の業務内容，構成員に対する教育・訓練の実施時期，内容）・・・・⑤
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共通 １.避難確保計画で作成する様式

・・・・・Ｐ４

・・・・・Ｐ５～Ｐ１０ ⇒

・・・・・Ｐ１１～Ｐ２３ ⇒

・・・・・Ｐ２４～Ｐ２７ ⇒

・・・・・Ｐ２８ ⇒

・・・・・Ｐ２９

・・・・・Ｐ３０

・・・・・Ｐ３１

・・・・・Ｐ３２～３６

・・・・・Ｐ３７

・・・・・Ｐ３９

・・・・・Ｐ４０

・・・・・Ｐ３８

・・・・・Ｐ３８

作成のポイント！

様式１～様式６：市町村に提出

様式７～別表２：施設で適切に管理

・避難経路図をつくる
・施設の体制をつくる
・避難行動の開始を判断する
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共通 ２．様式の作成方法

☛今回の説明会では主に「岩手県久慈市」
の事例を参考にしながらお話しします。

【事例集】
要配慮者利用施設における避難に関する
計画作成の事例集（水害・土砂災害）

☛計画作成に必要な事項を記載した解説書です。
本書を参照しながら様式を作成します。

【手引き（別冊）】
要配慮者利用施設における避難確保計画
作成の手引き別冊（作成支援編）

作成のポイント！ 各様式の作成方法は、【手引き(別冊)】および【事例集】を参照
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共通 ３．【様式１】計画の目的、計画の報告、計画の適用範囲

（↑様式に記載はないので任意記入）

事例集p13 事例集p14

①計画の目的を記載

第3節 計画の適用範囲
この計画は、本施設に勤務又は使用する全ての者に適用するものとする。

（↑様式に記載はないので任意記入）

③計画の適用範囲を記載
※久慈市の事例にはありませんが、様式１を参考に作成する。

④施設の人数を記載
※状況が大幅に変更となった場合は、修正したものを再提出する。

②計画を作成したことを
市町村へ報告する文面を記載
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共通 ４．【別紙１】避難経路図

事例集p15

➀ハザードマップを用意する。
（以下「マップ」という）

②マップ上の施設をさがす（●をつける）。

③施設周辺の危険性（浸水・土砂災害）を
確認する。

④安全な避難場所を確認する。

⑤避難場所までの避難経路に色を塗る。

作成のポイント！

②マップ上の
施設をさがす

⑤避難場所までの
避難経路に色を塗る

④安全な避難場所
をさがす

③施設周辺の
危険性を確認する

➀ハザードマップを用意する

作成の手順

■施設周辺の危険性（浸水・土砂災害）

を決定する。

■安全な避難場所を決定する。

（避難場所・避難経路）

☛手引き（別冊）P①～P④参照

■施設利用者の命を守るための安全な避難場所、避難経路を決定します。
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共通 ４．【別紙１】避難経路図

➀ハザードマップを用意する

☛手引き（別冊）P①参照

ハザードマップは市町村のホームページで公開されています。

☞ 著作権の都合で印刷できない場合もありますので注意してください。

ハザードマップの作成後に「浸水想定区域」や「土砂災害警戒区域」が更新されている場合があります。最
新の「浸水想定区域」や「土砂災害警戒区域」は県のホームページで確認できます。

☞ 浸水： http://www.pref.ibaraki.jp/doboku/kasen/keikaku/shinsui.html

☞ 土砂： http://www.pref.ibaraki.jp/doboku/kasen/dam/dosha/keikai-shitei/keikai-shitei.html

← 洪水ハザードマップ

↓土砂災害ハザードマップ
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共通 ４．【別紙１】避難経路図

②③マップ上の施設をさがし（●をつける），施設周辺の危険性を確認する

マップ上に施設の場所を記入し、施設周辺の危険性（浸水・土砂災害）を確認する。

☛手引き（別冊）P①参照

○○医院

災害が及ぶ範囲や水深を確認
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３．0～５．0

✔

✔

水害 ４．【別紙１】避難経路図

③施設周辺のリスク（水深）を確認する

施設の水深を確認する。

☞建物のどの高さまで浸水しますか？

施設周辺の水深も確認する。

☞施設周辺がどのくらい浸水しますか？

☛手引き（別冊）P②参照
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○○医院
✔

✔

✔✔

✔
✔

共通 ４．【別紙１】避難経路図

④安全な避難場所をさがす

浸水想定区域や土砂災害警戒区域外にある
安全な避難場所を複数さがす。

浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内の避
難場所は被災する可能性があるので，安全
な場所であることを確認する。

☛手引き（別冊）P②・③参照

作成のポイント！

避難所の位置をマップ上で確認する。

○○小学校

浸水想定区域外
の安全な避難所

○○医院
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避難場所
○○小学校

○○医院

共通 ４．【別紙１】避難経路図

⑤避難場所までの避難経路を着色する 避難経路図（イメージ図）

国土地理院ＨＰからダウンロードした図面や
ハザードマップのカラーコピー、市販の地図
等を使用して、手書きで「避難経路図」を作成
する。

（避難場所）
第一小学校

☛手引き（別冊）④参照

作成のポイント！

きれいな地図をつくる必要はありません。

・どこが危険で

・どこを通って

（避難経路は複数が望ましい）

・どこに避難すればよいか

みんながわかる地図が一番です。

施設名 建物階数 浸水深

○○医院 3階 3.0~5.0m
避難経路図には“施設名”、“建物階数”、“浸水深”を記入してください。

※土砂災害の場合、“浸水深”の記載は不要です。
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事例集p16

➀「避難準備・高齢者等避難開始」を知る。
（☞本資料P２６参照）

②気象情報の見かたを把握。

（☞本資料Ｐ１２～P１６参照）

③雨量情報、水位情報等の見かたを覚える。

（☞本資料Ｐ１７～Ｐ１９参照）

④水位情報等から避難判断する方法を覚える。

（☞本資料Ｐ２０～Ｐ２２参照）

⑤施設の防災体制（様式２）に整理する。

（☞本資料Ｐ２３参照）

作成のポイント！

作成の手順

■いつ避難すればよいかを知り、決める。

➀「避難準備・高齢者等避
難開始」の言葉を覚える

②気象情報の見かたを覚える

③雨量情報、河川の水位情報等の見かたを覚える

④水位情報等から避難
判断する方法を覚える

⑤施設の防災体制をつくる

共通 ５．【様式２】防災体制 ☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

■注意体制、警戒体制、非常体制の３つの防災体制をつくるために、どのタイミング（体制確立
の判断時期）で、どのような活動内容を、だれが（対応要員）対応するかについて決定する。
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共通 ５．【様式２】防災体制

これまでに経験したことのない大雨

災害の発生するおそれ

大雨の可能性が高い

特別警報

広範囲で数十年に一度の大雨

警報

数時間～2時間前

注意報

半日～数時間前

気象情報

大雨の約1日前

土砂災害警戒情報

指定河川洪水予報
記録的短時間
大雨情報

市町村からの
避難情報

避難準備・高齢者等
避難開始

避難勧告

避難指示(緊急)

避難準備・高齢者等
避難開始

（避難が必要な状況が
夜間・早朝の場合）

重大な災害がすでに発生しているおそれが高い

重大な災害の発生するおそれが高い

避難に時間のかかる方と、その手助けを
する方は速やかに避難

・速やかに避難
・移動が困難な場合は、家や施設の中の
安全な場所へ （屋内安全確保）

緊急に避難 （避難を完了）

災害に備えた早めの準備

気象情報・空の変化に注意

避難準備が整い次第、避難を開始

重大な災害の発生するおそれ

重大な危険が差し迫った異常事態

②気象情報の見かたを知る

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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共通 ５．【様式２】防災体制

「気象警報・注意報」から
茨城県を選ぶ

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jp/warn/

注意警戒事項

危険度を色分け
した時系列

気象警報・注意報

警報級の可能性市町村を選ぶ

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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共通 ５．【様式２】防災体制

土砂災害 浸水害 洪水害

警報等を補足する情報

危険度の高まりを伝える情報

大雨注意報

大雨警報（土砂災害）

危険な地域を
視覚的に確認

洪水警報
洪水注意報大雨警報（浸水害）

洪水警報の危険度分布大雨警報（浸水害）の危険度分布土砂災害警戒判定メッシュ情報

危険度分布は、警報発表時、どこで土砂災害や浸水害、洪水害の
危険度が高まっているかを知り、命を守るための情報です。

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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共通 ５．【様式２】防災体制

色が持つ意味 説明

極めて危険 重大な災害がすでに発生しているおそれが高い

非常に危険 重大な災害の発生するおそれが高い

警戒 （警報級） 重大な災害の発生するおそれ

注意 （注意報級） 災害の発生するおそれ

今後の情報に留意 今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意

洪水警報の危険度分布大雨警報（浸水害）の危険度分布土砂災害警戒判定メッシュ情報

危険度を５段階に判定した結果を表示、危険度の高まりを把握できます。

高

低

危
険
度

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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共通 ５．【様式２】防災体制

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html

スマートフォンからも見られます。

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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水害 ５．【様式２】防災体制

③雨量情報、河川の水位情報等の見かたを知る

「茨城県 河川情報システム」では、雨量情報や水位情報、河川のカメラ映像が確認できます。

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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水害 ５．【様式２】防災体制

③雨量情報、河川の水位情報等の見かたを知る

「水位情報」により、各水位観測所の水位情報がリアルタイムで確認できます。

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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土砂 ５．【様式２】防災体制

③雨量情報、河川の水位情報等の見かたを知る

「茨城県 土砂災害警戒情報システム」では、土砂災害の危険情報等が確認できます

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

[QRコード]

市町村ＨＰ
土砂災害ハザードマップへ

気象庁ＨＰへ

土砂災害警戒区域

レーダ雨量 土砂災害警戒判定メッシュ情報 発表状況（地図）

発表状況（表）

字名別一覧

トップページ
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水害 ５．【様式２】防災体制

④河川の水位情報等から避難判断を行う

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

最寄りの水位観測所を確認する。

氾濫注意水位や避難判断水位等の情報を覚える。

桜川の「桜橋（田土部）観測所」を選定した場合
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河川名 （ ）川
□洪水予報・水位到達情報 あり
□洪水予報・水位到達情報 なし

（ ）川氾濫危険情報

（ ）川氾濫警戒情報

（ ）川氾濫注意情報

河川敷

堤防

氾濫の発生
（ ）川氾濫発生情報

水防団待機水位（ ）m

氾濫注意水位 （ ）m

避難判断水位 （ ）m

氾濫危険水位 （ ）m

通常の水位

‣河川が氾濫するおそれのある水位

‣[避難準備･高齢者等避難開始]発令の目安となる水位

‣水防団が出動する目安となる水位

‣水防団が待機する目安となる水位

桜

桜
✔

桜

桜

4.0

4.3

4.5

5.5

桜

水害 ５．【様式２】防災体制 ☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

④河川の水位情報等から避難判断を行う

避難指示（緊急）の
発令

避難勧告の発令

避難準備・高齢者等避
難開始の発令

市町村による
避難情報の発令

桜川の「桜橋（田土部）観測所」を選定した場合

「桜橋（田土部）観測所」の
水位到達情報

要配慮者の
避難誘導開始！
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土砂 ５．【様式２】防災体制

④河川の水位情報等から避難判断を行う

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

土砂災害危険度

実況で土砂災害警戒情報の
基準に到達

予想で土砂災害警戒情報の
基準に到達

実況または予想で大雨警報の
土壌雨量指数基準に到達

実況または予想で大雨注意報の
土壌雨量指数基準に到達

大雨警報（土砂災害）が
発令されます。
要配慮者利用施設は，避
難してください。

各メッシュをクリックすると，メッシュ毎の危険度の推移が時系列
（過去の履歴・現在・予想）で分かるようになっています。

表示の方法は，
利用者の見やす
い表示で切り替
えが可能です。

現在は5kmメッシュ・更新間隔30分
ですが，1kmメッシュ・更新間隔10分
にシステム改修予定となっておりま
す。(H31.3頃稼働予定)

避難または避難準備の
目安としてください。
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• 「避難準備・高齢者等避難開始」等が発令していなくても、雨量等の気象情報や水位情
報等の情報から施設管理者が危険だと判断した場合は避難を開始する。

• 夜間に氾濫注意水位を超えた場合は注意体制を確立し、職員１名を参集し、警戒体制
確立後に避難できるように避難準備を開始する。

共通 ５．【様式２】防災体制

作成例

洪水予報等の
情報収集

洪水予報等の
情報収集
使用する資器材
の準備
保護者への事前
連絡
要配慮者の避難
誘導

施設全体の避難
誘導

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

以下のいずれかに該当する場合
洪水注意報発表

土砂災害の場合は，

大雨注意報発表

○○川（○○観測所）

氾濫注意水位（○m）超過

体制確立の判断時期

以下のいずれかに該当する場合
避難準備・高齢者等避難開始の

発令

○○川（○○観測所）

避難判断水位（○m）超過

洪水警報発表

土砂災害の場合は，

大雨警報（土砂災害）発表

以下のいずれかに該当する場合
避難勧告又は避難指示 （緊急）の
発令
○○川（○○観測所）

氾濫危険水位（○m）超過
土砂災害警戒情報発表※

※土砂災害の場合

情報収集伝達要員

対応要員活動内容体 制

情報収集伝達要員

避難誘導要員

情報収集伝達要員

避難誘導要員

避難誘導要員

作成のポイント！

■様式２にはＰ20の情報を
赤字部分に記入する。
・河川名、観測所名
・水位情報

■担当要員とその役割分担
については、【様式12】で
詳細に決める。

注
意
体
制
確
立

警
戒
体
制
確
立

非
常
体
制
確
立

※水位情報が発表されない中小河川で
は、気象警報・注意報を確認する。

普段から調べておいてください。
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